
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 SC 行事予定 日 曜 SC 行事予定 

１ 水  ５時間授業 小中一貫合同研修会 縦割り班活動 17 金  学習発表会(児童鑑賞日) 

２ 木  社会科見学③  18 土 
 学習発表会(保護者鑑賞日) 学習発表会片付け⑤ 

オンラインホームルーム① 

3 金  文化の日 19 日   

4 土   20 月  振替休業日 

5 日   21 火 〇 理科移動プラネタリウム⑥ 

6 月  ○朝学習発表会特別時程始 22 水  クラブ活動 集会 

7 火 〇 お話お話①② 23 木  勤労感謝の日 

8 水  4時間授業 (研究授業のため 6－３は５時間)  

B時程 小児生活習慣病予防健診⑤  24 金  
農家見学③ 

9 木  第２回タブレット意識調査始 25 土   

10 金  ○安クリーン活動終 26 日   

11 土   27 月  ○朝避難訓練(二次避難) 

12 日   28 火 〇 避難訓練(二次避難)予備 

13 月  ○朝  29 水  4時間授業(研究授業のため４－２は５時間)B時程 

14 火  理科出前授業⑤ 30 木  色覚検査② 第２回タブレット意識調査終 

15 水 
 委員会活動 理科出前授業⑤ 

特別支援啓発集会  
１ 金  避難訓練(不審者対応) 

16 木  学習発表会(リハーサル) ２ 土   

将棋界で史上初の８冠となった藤井聡太（21）さん。彼自身の努力、才能はもちろんです
が、彼がここまで成長できたのは、保護者の子育ても大きいと感じます。藤井さんの保護者
の子育てについて、調べてみました。 
藤井さんは、父の趣味「将棋」に興味を示し、３歳から将棋を始めます。父親は、本やビ

デオを買い、本人に見せたり読ませたりしました。インターネットで将棋の対局や解説も見
せ、ネット対戦をさせたりもしました。父親は、藤井さんに強制的に教えることはせず、自
分から興味をもって学ぶように促しました。本人が没頭する姿を見守り、応援を続けました。 
 母親も、本人を後ろから支えました。藤井さんが小学校に入る前から、本人が希望する将
棋教室や大会に連れて行ってあげました。一方で、将棋以外のことも大切にするように心が
けました。勉強や遊び、家事などもさせて、バランスの取れた生活を意図的に送らせました。
そして、本人が自分で決めたことを尊重し、責任を持ってやり遂げるように教えました。 
 
  藤井聡太家の子育て 
●子どもの興味や才能を見つけて伸ばす  『よさを伸ばす』 
●子ども自身に学ぶ意欲や主体性を持たせる  『主体性を育てる』 
●子どもの情熱や努力を見守り応援する  『見守る、口を出さない（出しすぎない）』 
●子どもに多様な経験や知識を与える  『好きなことだけをやればよいわけではない』 
●子どもの自己決定や自己責任を尊重する  『決定させ、最後までやる責任をもたせる』 

 
親は子どもの個性や能力を認めて伸ばし、子ども自身に学ぶ姿勢や主体性を持たせ、子ど

もの情熱や努力を見守り応援し、子どもに多様な経験や知識を与え、子どもの自己決定や自
己責任を尊重するという子育てを実践されたようです。 
とは言え・・・、子どもを育てるのは大変なことです。私も 3人の子供がいますので、中々

うまくいかないことも分かっています。ただ、子どもを一人の人格者として尊重し、自主的
に行わせ、最後まで責任を持たせることは、とても大切だと感じます。杉九小からも、第２
の藤井聡太さんが生まれないか・・・・。杉九小には、たくさんの原石が眠っています。 
 

  子育ての知恵             校長 岩崎 吉伸 

１１月の行事予定  ○朝：全校朝会  ○安：安全指導日  ＳＣ：ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日  ○数字：学年 

杉並区立杉並第九小学校  
学校だより 

令和５年 10月 31日 
第５２４号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月の生活目標 

「時間を守ろう」 
みなさんは、時間を意識して行動していますか？時間を守ることは、みんなが気持ちよく学校生活

を送る上で大切なことです。始まりの時刻を覚え、先を見越して行動できれば、心に余裕が生まれ、

その後の活動も充実します。また、準備をしっかり行うことができます。 

◆登下校の時刻を守る。◆チャイム着席をする。◆見通しをもって落ち着いて生活をする。 

以上３点を意識して、落ち着いて過ごしましょう。 

 
学習発表会 

杉九小で初めての取り組み「学習発表会」が１１

月１７日（金）児童鑑賞日、１８日（土）保護者鑑賞

日で行われます。 

スローガンは、「最高なチームワーク！最高な表現

力！心に残る学習発表会」です。各クラスから言葉

を集め、代表委員会が中心になってスローガンを決

めました。一人一人が学んだことをみんなで協力し

て、より良い形で学習の成果を表現していきたいと

いう想いが表れているのではないでしょうか。 

日頃の学びが発揮できるように、現在、学年ごと

に発表準備を進めています。是非、子どもたちが創

意工夫し、表現する姿を楽しんでいただければと 

思います。 

 

 

学年をまたいで班をつくり活動しています。

「みんなが楽しめる遊び」を目指して、6年生を

中心に遊びを考えています。教室では、「スピー

カーゲーム」「しなものあつめ」、校庭では、「川

わたり」などの新しいゲームを考えてみんなが

楽しく遊ぶことができました。 

縦割り班での活動を通し、異学年の子ども同

士の交流を図り、思いやりの心を育んでいけれ

ばと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦割り班活動 

６年生 弓ヶ浜移動教室 

９月２７日（水）から９月２９日（金）まで、「楽しく学び 仲間と協力し いつまでも忘れない 最高で最幸の移

動教室」のスローガンを掲げ、２泊３日の弓ヶ浜移動教室に行ってきました。サンドスキーや海辺での磯観察で

自然のことを学んだり、シャボテン公園では、仲間と協力することの 

大切さを感じたりと、充実した日を過ごすことができたのだと子どもたち 

の表情から分かりました。 

部屋での生活では、片付けの時に他の班の手伝いをしている姿や、 

学年レクでは、他のチームの応援をしている姿、失敗してしまった子に 

対して、同じことを繰り返さないように声を掛ける姿があり、「仲間」を 

意識して過ごす力を高めることが 

できました。 

また、しおりを読んで５分前行 

動を心がけたり、全体の前に誰かが立つと自然と静かになったりと、「自

律」した行動をする子が２泊３日で増えてきました。 

これからの学校生活でも、「仲間」や「自律」を意識して、縦割り班活 

動や委員会活動などで力を発揮し、最高学年として憧れられる６年生で

いて欲しいです。 

                 

 

 

 

 


